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【背景･目的】ナノテクノロジーの発展も相侯って､現在では､ウイルスサイズ(粒子径 100

nm以下)のナノマテリアル(NM)だけではなく､NMと分子の中間サイズ(粒子径 10nm以

下)のサブナノ素材(SNM)の開発も進められている｡例えば､サブナノ白金(snpt)は､強

い抗酸化作用から､機能性食品や食品包装容器に既に実用化されている｡一方で､食

の安全･安心が求められている昨今､snptをはじめとする食品中sNMの安全性評価と安

全性確保が世界的に待望されている｡本観点から我々は､食品中sNMの持続的な安全

使用に資する基盤情報の収集を目的としたNano-SafbtyScience(ナノ安全科学;NSS)を

推進しており､リスク解析に必須である-ザード同定と体内動態解析(吸収性･体内分布

などの定性･定量解析)を進めている｡本発表では食品中sNMの一つであるsnPtを用い､

単回経口投与時の体内動態(吸収性･体内分布など)について報告する｡

【方法･結果･考察】1次粒子径が1nmのsnPt(snptl)､8nmのsnPt(snpt8)をBALB/C

マウス(6週齢､雌性)に単回経口投与した｡その後､経時的に血液を回収し､誘導結合

プラズマ質量分析計(ICP-MS)を用いて血中･臓器中の白金量を測定した｡その結果､

最終投与の24時間後では､snPt8は投与量の約0.01%しか血中に残留していない一方

で､snPtlは投与量の約 0.3%が血中に残留していることが判明した｡また､snPtlは脳､

肺や心臓などには投与量の約 0.03%しか観察されなかったものの､肝臓と腎臓には投

与量の約0.4%が移行することが明らかになった｡本結果から､snptlとsnPt8では､経口

摂取後に全く異なる吸収性･体内動態を示す可能性が示された｡現在､より詳細な体内

動態解析を進めるとともに､臓器-の蓄積性を評価することで､ハザード発現との関係性

を精査している｡将来的に､本研究成果がsNMのリスク解析に資する有用な情報となり､

食品領域でのSustainableNanotechnology(SNT)に寄与することを目指している｡


